
ウェブ制作スタッフと営業の間で頻繁なやりとり。
メールでのやりとりは「遅い」という印象
2010年に藤本社長が立ち上げた琉球オフィスサービス
は、沖縄県那覇市を拠点とし、企業のウェブサイト制作
を請け負っています。ウェブサイト制作の過程では、事
務所内で働くウェブサイト制作スタッフと顧客との連絡
窓口となる営業担当メンバー間のコミュニケーションが
頻繁に発生します。このやりとりにかかる時間やプロセ
スを効率的にし、顧客の期待に応えることが琉球オフィ
スサービス様にとっての課題となっていました。ところ
が、従来のメールでのやりとりは時間がかかり、とにかく
「遅い」という印象だったということです。そこで、自然
とチャットツールを利用する流れとなっていきました。

他社のチャットツールではファイルをトークで直接送
信できず、作業効率に影響
従業員の個人のLINEやFacebookなどを業務に使うこと
は、セキュリティや従業員の負担の観点から避けたかっ
たという藤本社長。他社が提供する無料のメッセンジャー
ツールを業務用として各社員に導入し、利用していまし
た。ところが、他社のメッセンジャーではファイルを
チャットで直接送ることができないことが判明。ファ
イルを共有するときはメールを使うか、都度ドライブに
アップロードし、リンクをチャットで送らなければなら
ないという状況になっていました。ウェブサイトの制作
においては、デザインの確認などのためにファイルを共
有することが頻繁に発生します。ファイルをチャットで
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送れないという点が、琉球オフィスサービス様にとって
は業務効率を低下させる大きな原因となっていました。

シンプルで速いサービスを求めて、LINE WORKSを
導入
ファイルをチャットで送れない点に加え、メッセージの
送信やグループトークなどの使い勝手に関してもスタッ
フから改善要望の声が上がってきていました。ビジネス
チャットをいくつか検討する中でLINE WORKSに決めた
理由は、LINEと同じインターフェースを踏襲した使い勝
手の良さ、そして「LINEの関連会社のサービスだから、
動作スピードが早くて安定しているだろうと思った」こ
とだそうです。LINEと同じイメージですぐに使い始めら
れ、若いスタッフの速いスピード感にも機敏についてき
てくれる、シンプルなアプリケーションとしてLINE 
WORKSを選ばれました。インターフェースが日本語で
あり、新入社員に新しいツールの紹介をする際も「LINE
と同じ」という説明だけで済むため、教育コストをかけ
ずに済んだということも導入時のメリットでした。LINE
スタンプも社員からは「必須」という声があったそうで
す。

デスクトップアプリが重要な理由
ビジネスチャットを選定する上でもう一つ重要視したポ
イントが、「PC用のアプリケーションがあるかどうか」
という点。ウェブサイトの制作担当者はデスクトップ型
のPCの全画面にデザインソフトを表示してデザインや
コーディングの作業を行うことが多いため、PCでチャッ
トを使う時にWebブラウザからしかアクセスできないと、
新着メッセージなどが届いたことにすぐに気づかないの

です。その点、LINE WORKSにはPC用のクライアント
アプリケーションがあり、デスクトップに新着通知され
ます。都度メッセージをチェックしに行かなくてもスマ
ホと同じように新着情報をプッシュ通知で知ることがで
きるため、タイムリーに反応することができるようになっ
たということです。

県外のスタッフとのやりとりにも活用
本拠地の那覇市以外にも、大阪と福岡に営業拠点を持つ
琉球オフィスサービス様では、物理的に離れた拠点にい
るメンバーとのやりとりにもLINE WORKSを活用されて
います。県外の営業スタッフは関西圏や九州の顧客を担
当し、那覇市の制作スタッフと連携してウェブサイトの
制作を進行します。スタッフ同士は離れた場所にいて、
なかなか顔を合わせられない中、顧客の要望を伝え迅速
にアウトプットを出すことが求められる状況。そこで
LINE WORKSを全拠点のメンバーに導入し活用するこ
とで、いつでもどこでも簡単にやり取りでき、離れた場
所にいてもスムーズなコミュニケーションができるよう
になりました。

異なるワークスタイルで働く社員それぞれと、どのシ
チュエーションでもタイムリーなコミュニケーション
ができるように
他社のビジネスチャットからLINE WORKSに切り替え
たことで、これまで感じていた使い勝手の不満が解消さ
れ、よりスムーズに、便利にコミュニケーションができ
るようになったという琉球オフィスサービス様。事務所
内でPCを使って業務を行う制作スタッフと、外出先や県
外の離れた場所で営業活動を担当する営業スタッフは、
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ワークスタイルも異なり、連絡ができる時間も限られて
います。
LINE WORKSはPC・スマホのどちらからでも同じよう
に利用できるため、制作スタッフはPCでの作業中にメッ
セージを送り、営業スタッフは外出先で顧客訪問の合間
などにスマホから空いた時間に確認する、という使い方
ができます。LINE WORKSのトークでは、日々の勤怠
連絡から、業務連絡まで、様々なやりとりをそれぞれの
社員のワークスタイルに合った方法で行えるようになり
ました。これにより、より効率的で活発なコミュニケー
ションができるようになったことを実感されていらっ
しゃいます。
※掲載している内容、所属やお役職は取材当時のものです。


